
【総括記述欄】
教育領域においては，優れた達成状況にある。理数学生育成事業に基づくフロンティアサイエンティスト特別コースは，本年度も海外実習を実施した。事業は26
年度で終了するために，同コースの将来について検討する時期となっている。教育共同利用拠点の附属臨海実験所の業務は，順調に進んでいる。従来の業務
に追加して，新規事業を開始しているので，共同利用施設の改修などが必要である。学生のキャリア育成教育の充実とメンタルヘルスの取り組みを開始している
が，いまだ不十分であり今後の重要課題である。研究領域においては，良好な達成状況である。特に，光合成研究の研究成果が極めて高い評価を受け，一層
の研究展開の契機となるとともに，理学部における基礎研究の重要性を社会に広く知らしめる機会となった。この研究を含めた，Research Univ.採択に関るグ
ローバル最先端異分野融合研究教育機構での主たる研究分野は理学関係であり，これらの研究を加速度的に推進することが求められている。その他の重点研
究プロジェクトにも多数の理学部教員が携わり，順調と考えられる。他方，理学部内の研究スペースの狭隘化が深刻になってきているので，研究環境の改善が
必須の課題である。社会貢献の領域では，高大連携を中心に良好な達成状況にある。

　③-1　目標 １　公開講座・出前授業・研究室公開を例年通り実施し，学部の教育・研究内容の公開を行い、目
標を達成している。また，従来通り高大連携事業として高校からの学部訪問を受け入れた。さら
に，高校のスパーサイエンスハイスクール（SSH）事業に協力した。教育共同利用拠点である附属
臨海実験所は，西日本を中心とした全国の大学の共同利用拠点となり，初等中等教育や地域の
教育活動の充実化，高度化に大きく貢献をした。理学部教員が主催する学会において，下村脩博
士を招いて市民を対象とした講演会を企画し，多数の参加者を得て，地域社会の啓発に貢献し
た。

1 公開講座・出前授業・研究室公開を通じて、学部の教育・研究内
容を公開し、地域社会に貢献する。

　③-2　目標とする（重要視する）客観的指標
・　高大連携事業等を年30件以上実施する。

③社会貢献(診療を含む)領域 自己評価

　②-1　目標 1 戦略的重点プロジェクト研究及び新分野の創成を目指す基礎研究の推進
理学部教員が主に参画する全学や大学院における拠点・センターにおいて，人事や運営に協力
し，研究費についても一部支援をした。また，それらの戦略的重点プロジェクトの連携を図りなが
ら，予算獲得を目指す取り組みを試行した。一方，若手を主体として，研究の質に責任を持つよう
な制度のもと，研究経費の援助を実施して，新分野の創成を目指す研究を推進した。さらに，長期
的な展望のもとでの研究を支えるため，科研費不採択課題についてA評価であった研究提案全て
について，研究費の一部援助を実施し，各分野における重要な研究の継続を図った。

2 世界的に高評価の研究の継続的発展
理学部教員グループによる光合成研究は，世界をリードする先端的研究成果を上げて国内外で
の評価はきわめて高い。その成果を基に大学院に理学部が中心となり「光合成研究センター」を設
立し，国際共同研究を含めた関連分野との連携研究の一層の推進をはかった。また，本学の研究
プロジェクト「原子を利用したニュートリノ質量分光プロジェクト」および「異分野融合型研究展開に
よる先端環境エネルギーデバイス・材料開発」は，理学部教員が中心となるプロジェクトであり，文
部科学省からの特別経費（プロジェクト分）を配分されている。これらに関しても，研究グループを
充実して研究成果を上げるとともに，国際会議を主催して成果の国際的な発信に努めた。また上
記研究は，Research Univ.採択に関るグローバル最先端異分野融合研究教育機構での主たる研
究3分野を担っている。これら研究に関連して，理学部の教員が大きく関与する研究が，本年度に
Nature誌に２報掲載さている。また，大規模な学会における学会賞等（日本動物学会学会賞，日
本数学会代数学賞）を受賞している。
科研費申請については，退職者などの特殊事情を除いて，件数として目標を達成している。

1　戦略的重点プロジェクト研究及び新分野の創成を目指す基礎研
究を推進する。

２　現在世界的に高評価されている研究の継続的な発展を図る。

　②-2　目標とする（重要視する）客観的指標
・　科研費申請において継続分を持っていない教員全員が新規申
請を行うことを目指す。

②研究領域 自己評価

　①-1　目標 １　教員の最先端研究に基づく学部教育の改善
　平成23年度に採択された文部科学省理数学生育成事業により，フロンティアサイエンティスト特
別コースを開設しているが，同コースに先端科学実習を開講，所属教員の最先端研究に基づく実
習を実施し，あわせて専門教育のカリキュラム開発研究をおこなった。ハワイ実習を実施し，国外
の先端研究施設の見学や，野外実習を実現させた。コース生がサイエンスインカレにおいて発表
した。化学科は，国立台湾大学理学院と国際ワークショップを実施し，学部学生による相互交流な
らびに英語によるコミュニケーションの高度化をはかった。附属臨海実験所は全国教育関係共同
利用拠点に認定されており，先端的研究設備を導入し，学生実習の高度化をおこなった。

２　入試制度の再検討及び入学試験に関する広報活動による優秀な学生の確保
　平成２５年度入試より入試選抜方式を変更し，前期日程と後期日程，および物理学科における
AO入試（物理チャレンジ）を実施した。志願倍率は前期日程では2.8倍で，目標をこえる志願者が
あったが，後期日程では8.3倍であり，良好な結果が得られた。学部独自の学部公開行事や先端
研究の公開講演会を実施するなど広報活動を積極的に行い，優秀な志願者の確保に努めた。 ま
た，私費留学生の入学希望者についても一定数を維持している。今後は，入試方式の一層の広
報活動を進めるとともに，志願並びに入学状況を解析し，配点や募集人員等の検討を行う必要が
ある。

3　自主学習室，ゼミ室等の学習環境の点検，学習環境などの充実
自主学習を促すためにアカデミックアドバイザーアシスタント制度を実施し，大学院生をTAとして雇
用して，学部学生の自主学習の支援にあたらせた。本制度を利用した学部学生には好評であり，
教育成果を上げられた。昨年度と比較してTAを倍増するとともに，TAの資格審査をより厳正にお
こなった。また，学部長裁量経費などにより，学科の学生実験装置の更新やゼミ室等の設備充実
を行った。

4　省エネ対策
講義室にファンを設置し，空調機の効率的利用に努めた。

5　質保証のためのカリキュラムその他について検討開始
学生の質保証のため，種々の制度の見直しを行なった。学生らの要望に応えるとともに，系統的
かつ多様な視点からの学部教育を通じて質保証を図るため，26年度から「早期卒業制度の廃
止」，「履修単位数の上限の緩和」，「他学部開講科目の卒業要件単位への算入の制限の厳格
化」を実施することを決めた。

１　教員の最先端研究に基づく学部教育の改善に努める。
　
２　入試制度について、再検討を行うとともに、入学試験に関する
広報活動を積極的に行い、優秀な学生の確保に努める。

３　自主学習室、ゼミ室等の学習環境の点検を行い、学生に対する
学習環境などの充実を図る。

４　省エネ対策に努める。

５　卒業時における学生の質保証のためのカリキュラムその他につ
いて検討を開始する。

　①-2　目標とする（重要視する）客観的指標
・ 前期日程の志願倍率2.5倍を確保する。

組織目標評価報告書（平成２５年度）

部局名： 理学部

目　標 目標の達成状況（成果）及び新たに生じた課題への取組
（部局での検証とそれに対する取組）

①教育領域 自己評価


